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研究成果の概要（和文）：本研究では、文化財関係用語シソーラスおよび日英対訳データベースを構築する。全
国の発掘報告書の全文データを格納している「全国遺跡報告総覧」システムを拡張開発し、文化財関係用語シソ
ーラスを組み込むことで日本考古学の国際化に資することを目的とした。検索時の用語の類語自動変換、報告書
ワードマップ（頻出用語俯瞰図）、各都道府県版　報告書特徴語ワードマップ、旧石器遺跡の遺跡関係性ネット
ワーク図などの機能を公開した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project was to expand the functionality of the Comprehensive
 Database of Archaeological Site Reports in Japan ( the full-text, nationwide database of excavation
 site reports ) to facilitate the internationalization of Japanese archaeology. For this purpose, we
 constructed a thesaurus on cultural assets and a Japanese-English bilingual glossary. The system is
 now capable of automatically converting synonyms of search terms. Visualizations of the most common
 terminology nationwide, the characteristic terminologies of each prefecture, and the network of 
Paleolithic sites are available as well.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
全国遺跡報告総覧システムが保有する19億文字のテキストデータに対し英語で検索できるようになり、海外研究
者や市民が発掘成果にアクセスできるようになった。アクセスが困難な日本の文化財情報について言語のハード
ルをさげることで、日本研究のためのハードルを下げることが可能となった。また膨大な成果の提供を基盤にし
て、新しい需要の掘りおこしも可能となった。日本研究の進展は、日本文化の理解が進むことである。考古学分
野では国外から国内に成果が還元されることで、今後日本考古学の発展につながると予想される

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本考古学の国際化が叫ばれ、少しずつ論文の英語発表が増えつつある。しかし論文の根拠で
あるはずの発掘調査報告書の英語化は進んでいない。論文発表は研究成果であって、査読や結果
検証のためにも、その根拠となった報告書について外国語でもアクセスできる必要があろう。日
本考古学の蓄積は、先進的な研究事例があるにも関わらず世界的に十分に認知されているとは
言い難い。日本考古学の国際化を推進し、情報発信の裾野を広げるために、外国語による研究・
論文発表の次なる段階は、報告書の外国語対応であるといえる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本考古学の基礎的学術成果である発掘調査報告書を英語化することで、海外研究
者の日本研究へのハードルを下げ、日本考古学の国際化に資することを目的とする。報告書の英
語化においては、報告書本文全文を翻訳することは現実的でない。利用者が必要とする報告書に
言語の壁を越えてアクセスできることこそが重要である。必要とする報告書を探す際は、テキス
ト検索が一般的である。その際、検索時に入力するのは専門用語のキーワードである。そこで、
専門用語について、日英対訳を整備し、テキスト検索時に英語→日本語で自動変換できれば、情
報アクセスに資することができる。 
本研究の情報資源は、全国遺跡報告総覧である。全国の報告書全文データ約 25000 件の報告
書データが登録されており、日本語は約 19億文字である。人間が１件ずつ読むことは不可能な
量である。そのため、報告書の内容をある程度、自動で類推し、利用者が膨大な情報から適切に
情報アクセスできる技術が必要である。本研究で開発する文化財関係用語シソーラスを組み込
むことで、内容要約や報告書間の類似度算出に使用できる。 
 
３．研究の方法 
（１）文化財関係用語シソーラスの構築 
 文化財関係用語シソーラスとして専門語彙の辞書を作成する。通常の統計的自然言語解析で
使用される辞書では、考古学・歴史学・文化財等の専門語彙をカバーしていないため、専用に作
成する必要がある。辞書作成に当たっては、刊行物の辞書の見出し語や報告書本文から語彙を収
集する。 
 
（２）シソーラスを活用した研究 
 文化財関係用語シソーラスの語彙情報が 19 億文字のテキストデータを解析する際の基盤とな
る。頻出用語や特徴語の算出することができる。さらに共起関係の解析等が可能となる。 
 
 
４．研究成果 
（１）文化財関係用語シソーラスの整備 
 収集整理した用語数は次の通り。語彙数 : 190228、英語対訳数 : 8494、韓国語対訳数 : 694、
簡体字対訳数 : 695、よみ数 : 64791、類義語数 : 5088、関連語数 : 13381、説明数 : 126948、
表記ゆれ数 : 59736 である。語彙に対する網羅率ではなく単純に登録件数である。 
 
（２）検索時の自動変換機能 
日本考古学の成果に関心を示す海外の研究者には、言語の壁や報告書を手にとって閲覧でき
ないという、情報アクセスの問題がある。日本語を習熟しても、日本の考古学関係用語には多く
の類語がある。遺跡総覧では、日英の考古学用語の対訳と日本語の考古学用語の類語をデータベ
ース化し、英語自動変換機能を実装した、文化財関係用語シソーラスを構築した。英語の用語を
投入するだけで日本語用語に自動変換し、類語を自動で付与する。簡単に言語の壁を超えて網羅
的な検索が可能である。 
 
（３）報告書ワードマップ（頻出用語
俯瞰図） 
現在遺跡総覧に登録されている報
告書類 19 億文字に対して、どういっ
た考古学関係用語が頻出しているか
を可視化したもので、遺物関係（桃
色）・遺構関係（黄色）・その他（青色）
の 3 つの種別を付与している。土器に
関する用語が頻出しているのが特徴
的である。 
 
 
 

用語の英語自動変換機能 



（４）各都道府県版 報告書特徴語ワードマップ 
 当該都道府県内にて頻出する用語、かつ他都道府県では出現頻度が低い希少用語は重要であ
ることを勘案することで、当該都道府県の強い特徴を示す用語を可視化した。自然言語処理技術
のベクトル空間モデルの TF（索引語頻度）と IDF（逆文書頻度）を組み合わせた TF-IDF にて算
出している。その地域で特徴的な用語を提示することで、キーワードの入力に頼らない検索方法
を提供している。専門用語を知らなくとも検索する事が可能になる。 
 
（５）旧石器遺跡の遺跡関係性ネットワーク図 
 報告書では、当該遺跡への言及がある。それは当該遺跡を評価するために、周辺遺跡や類例な
どに言及するためである。この出現の組み合わせをカウントし、ネットワーク図として可視化し
た。すべての遺跡を対象にした
場合、処理量が膨大となるため、
旧石器遺跡で試行した。旧石器
遺跡は、日本旧石器学会が公開
しているデータベース『日本列
島の旧石器時代遺跡』を活用し
た。現時点において、日本全国の
報告書が遺跡総覧に登録されて
いないため、データとしては不
備がある。また OCR の誤読や、同
一遺跡名などうまく処理できな
いという課題がある。しかし、こ
のネットワークの関係性を検索
結果の表示順等に活用すること
で、確認すべき報告書の優先度
設定などに資すると考えられ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告書ワードマップ（頻出用語俯瞰図） 

旧石器遺跡の遺跡関係性ネットワーク図 
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